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令和２年８月定例舞鶴市教育委員会会議録 

 

開 会 日 時  令和 2 年 8 月 20 日（木) 午後 2 時～午後 3 時 15 分 

 

場 所  市役所別館 413 会議室 

 

出 席 委 員  奥水教育長  荻野委員  岸本委員  冨川委員  内藤委員  堀尾委員 

        

欠 席 委 員  なし 

 

事務局職員    

浜野教育振興部長 植和田教育総務課長 

秋原指導理事 鹿田教育総務課総務係長 

森下学校教育課長  

小林学校教育課指導担当課長  

瀬野学校教育課主幹  

飯田市民文化環境部地域づくり支援課長 

 

   

1  開  会 

 

教育長  開会を宣告 

 

２ 令和 2 年 7 月定例教育委員会会議録  承認 

  令和 2 年 8 月臨時教育委員会会議録  承認 

 

教育長 会議録を会議に諮り、全員承認 

 

３  諸報告 

 

(1) 教育長報告 

事務局から教育長の主な活動を報告 

 

(2) 各課報告 

 

（教育総務課） 

①  行事予定について 

 

（学校教育課） 

① 行事予定について 
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②  教育支援センター「明日葉」・「いじめ相談室」の 7 月の通級・相談等の状況について 

③  令和２年度舞鶴市中学校総合体育大会 成績一覧表について 

 

（地域づくり支援課） 

① 行事予定について 

 

（質問・意見） 

 

（岸本委員） 

 教育支援センター「明日葉」・「いじめ相談室」の通級・相談等の状況について。 

 通級の生徒が新規で４人となっているが、コロナによる休校などに伴い、生活環境が変わり

いじめ、不登校が新たに増えたという事か。 

 

（小林学校教育指導担当課長） 

 昨年度より明日葉に通う児童、生徒について、年度が替わると新規でカウントすることとなる

ため。 

 

 

（以下、非公開） 

 

4 議事 

 

（教育長） 

第 27 号議案、令和 2 年 8 月 20 日提出の「「令和元年度事務事業点検評価」の結果につい

て」の上程について、説明をお願いする。 

 

（植和田教育総務課長） 

「令和元度事務事業点検評価」の結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに

公表するに当たって、舞鶴市教育委員会基本規則第 9 条第 1 項第 4 号の規定により委員会

の議決を求めるもの 

 

（荻野委員） 

 内容について、委員の皆さんから非常に丁寧な意見が出されていた。それとは別に意見とし

て何点か申し上げたい。 

 「いじめ・不登校対策経費」について 

 明日葉、いじめ相談室から毎月状況報告をいただいているが、明日葉に通えるようになった、

学校にも登校できるようになった、という報告をいただき、非常に成果を上げていると思う。 

 不登校全体の問題として考えると、明日葉に来ることができない子もおり、どう対応、対策を

進めていくかという観点から、明日葉を中心に学校、教育委員会と二本立てで取り組む必要

があると感じている。そして、小中一貫の取組みを通じ、児童生徒の理解がより深まり、中学校
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においてもうまく受け止められていると思う。小中一貫はひとりの子どもの成長過程を小学校

段階、中学校段階とつなぎ連続的に見ていくことで、課題や悩みを充分把握し、丁寧に子ど

もの対応をし、より掘り下げた取り組みを進めていただきたい。 

 

「特別支援教育支援員設置経費」について 

 学校で行う支援教育研究会に支援員に参加してもらうなど、支援員と教職員との連携が十

分図れる取組みが進められることを希望する。 

 

「特色ある教育活動支援事業費補助金(小・中学校)」について 

 教育活動が地域をベースに学びを進めていくなかで、地域の特色ある産業や文化、文化的

遺産、あるいは仕事であったり、そういったことを学べる環境を作っていくために、学校運営協

議会の役割は大きい。地域と学校をつなぐ真ん中に協議会がある。しっかり色々な地域の教

育的資源を学校に取り入れる役割を、協議会が担っていかなくてはいけない。 

 

「中学校部活動指導員配置事業」について 

 先の地域の話と重なるが、地域のなかには、スポーツに関り子どもたちに指導できるような、

リタイアして時間のある方も居られ、そういう方々が部活動を覗いてみたり、教師と一緒に指導

したり助言したり、柔軟な取組みができないか。 

 

（内藤委員） 

 特別支援教育支援員にしても、部活動指導員にしても、人材確保が難しい。スポーツ協会

などに協力を依頼するなど、色々なネットワークで人材を確保しておく必要がある。 

 

（冨川委員） 

 「学校給食運営経費（小・中学校）」について 

 今年度の取組成果として小学校児童の食物アレルギー対応、中学校生徒の食物アレルギ

ー対応は、それぞれどのような対応をされたのか教えていただきたい。 

 

（森下学校教育課長） 

 小学生、中学生ともに食物アレルギーを持った児童生徒は増加傾向にある。特にフルーツ

アレルギーが増えている。 

 毎年直接保護者の方と、事前に提出いただいた調査票をもとに面談をさせていただき、詳

細にどのようなものが食べられないか確認を行い、専門の医師にも相談し、補助食で対応して

いる。全部食べられないような場合は、お弁当を持ってきていただいたり、個々に対応を行っ

ている。 

 

（教育長） 

第 27 号議案を会議に諮り、全員異議無く承認 
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（教育長） 

第 28 号議案、令和 2 年 8 月 20 日提出の「令和 2 年舞鶴市議会 9 月定例会提出議案に

係る意見について」の上程について、説明をお願いする。 

 

（植和田教育総務課長） 

市議会 9 月定例会に令和元年度舞鶴市一般会計決算の認定について提出したいので、

舞鶴市教育委員会基本規則第 9 条第 1 項第 6 号の規定に基づき、委員会の意見の申出に

関して提案する。 

 

（植和田教育総務課長） 

 令和元年度一般会計決算及び教育費決算（歳出）の概要について説明。 

 

各所管課長より「令和元年度事業実績報告書」に基づき、抜粋した事業を説明。 

 

（植和田教育総務課長） 

「教育委員会の活動状況」、「学校 ICT 環境整備事業費」、小学校費「施設整備事業費」、

「施設整備事業費（繰越明許費）」、中学校費「施設整備事業費」、「施設整備事業費（繰越明

許費）」について説明。 

 

（森下学校教育課長） 

「いじめ・不登校対策経費」、「教員長期派遣事業費」、「スクールロイヤー設置経費」、小学

校費「学校給食運営経費の内訳」、「特別支援教育支援員設置経費」、中学校費「学校給食

運営経費の内訳」、「特別支援教育支援員設置経費」、「中学校部活動指導員配置事業費」、

「夢チャレンジサポート事業費」について説明。 

 

（飯田地域づくり支援課長） 

「生涯学習推進事業費」、「人権教育推進事業費」、「各種補助金等（社会教育関係団体事

業費補助金）、（明るいまちづくり事業費補助金）」、「公民館施設整備事業費」について説

明。 

 

（質問・意見なし） 

 

（教育長） 

第 28 号議案を会議に諮り、全員異議無く承認 

 

 

 

５ その他 

 

次回の定例教育委員会は、9 月 29 日(火）午後 2 時から開催することを確認 
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６ 閉 会 

 

   教育長 閉会を宣告 

 

 

 

署  名   

(教育長) 

 

記  録 


